
９ 月 １ 日 は 防 災 の 日 で す

我が国は、その位置、地形、地質、気象等の自然的条件から、災害が発生しやすい

国土です。これら災害への認識を深め、災害に対する備えを充実強化するため、毎年

９月１日を「防災の日」、８月３０日から９月５日の１週間を「防災週間」と定めて、

取組を強化しています。

今年だけでも、熊本地震や台風、ゲリラ豪雨や線状降水帯による大雨などで多くの

災害が発生しています。

各事業所でも、従業員がこれら被害を受けない、あるいは被害を軽減する取組が求

められますので、安全運転管理の参考として下さい。

記

１ 災害の発生は予測できる？……気象情報を見ましょう！

突発の地震などは予測できませんが、緊急地震速報であ

る程度、自分の身を守る行動はとれると思います。

一方、自然災害の多くは、天気予報で予測はできます。

例えば、気象庁のＨＰの「防災情報」や「キキクル」で

気象情報の今後の見通しを調べることもできます。こうした情報から、従業員に注

意喚起をしたり、業務計画を見直して、被害を軽減させることができます。

２ 従業員の安否確認は？……災害用伝言ダイヤルを活用しましょう！

災害が発生すると、通信が集中して従業員と連絡がつきにくくなることがありま

す。このような場合、一例として、災害用伝言ダイヤル(１７１)を利用して、連絡

する手段もあります。詳しくは、ＮＴＴ東日本のＨＰをご覧下さい。

このダイヤルは体験利用もできます。体験利用できる期間は

◯ 毎月１日、１５日の終日 ◯ 正月三が日(１/１～１/３の終日)

◯ 防災週間(８/30 9:00～９/５ 17:00)

◯ 防災とボランティア週間(１/15 9:00～１/21 17:00)

です。これらの期間に各事業所での安全運転教育の際に体験利用してみるのも災害

の備えになりますので、是非ご検討下さい。
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※ 今回の「安管みやぎ」は、安全運転管理者講習で講師を務めていただいた

東京法令出版(株)東北支社長 杉山克洋様の講義内容を参考に作成しました。


